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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第73期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第74期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第73期

会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日 
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (千円) 8,493,152 7,925,651 34,490,410

経常利益又は経常損失(△) (千円) 135,546 △20,367 647,489

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 78,718 △19,705 344,788

純資産額 (千円) 3,153,881 3,220,642 3,385,304

総資産額 (千円) 18,057,595 17,787,112 17,686,902

１株当たり純資産額 (円) 198.17 202.81 213.32

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 5.09 △1.28 22.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.0 17.6 18.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 242,760 △266,007 1,499,686

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △18,828 △6,876 △381,739

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 279,093 245,797 △278,064

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,847,041 2,145,194 2,166,938

従業員数 (名) 748 722 718

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第73期第１四半期連結累計（会計）期間及び第73期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第74期第１四半期連結累計（会計）期間の

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 722〔56〕

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 434〔51〕

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第１四半期会計期

間の平均人員を外数で記載しております。

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

紙製品事業 2,486,385 ―

化成品事業 591,406 ―

合計 3,077,791 ―

(注) １　金額は販売価格により算出しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当第１四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

紙製品事業 3,000,975 ― 1,015,400 ―

化成品事業 2,985,401 ― 998,000 ―

その他事業 2,065,375 ― 700,000 ―

合計 8,051,751 ― 2,713,400 ―

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

紙製品事業 2,964,875 ―

化成品事業 2,923,401 ―

その他事業 2,037,375 ―

合計 7,925,651 ―

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当四半期連結会計期間の財政状態、経営成績及びキャシュ・フローの状況の分析は、以下のとおりであり

ます。

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および

連結子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、中国や

新興国経済の成長を背景に輸出が緩やかに増加するなど一部で明るさが見られたものの、欧州の信用不

安や米国の景気の先行き懸念、国内におけるデフレと依然厳しい雇用・所得環境などから、回復感の乏し

い状況で推移いたしました。

このような環境のもと、当社グループは、安定した収益の確保に向け、引き続き徹底したコスト削減と

需要の開拓、品質および生産効率の向上などに重点的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は7,926百万円（前年同四半期比6.7％減）、営業損失

22百万円（前年同四半期は営業利益122百万円）、経常損失20百万円（前年同四半期は経常利益136百万

円）、四半期純損失20百万円（前年同四半期は四半期純利益79百万円）となりました。

セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント利益（営業利益）は、「セグメント情報」に記載のとおり、各セグメ

ントに配分していない全社費用229百万円を配分する前の金額であります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、主として売価の低下により、売上高は前年同四半期に比べ187百万円減

少して2,965百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は仕入価格引き下げ、生産効率の向上

などによる原価低減により、128百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、販売数量が前年に比べ微増となり、売上高は前年同四半期に比べ34百万

円増加して2,923百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は原材料価格の上昇に加えて、売

価の低下などにより、38百万円となりました。

「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業と

して展開しておりますが、主要なお客様である大手小売業界における売上の減少と経費削減などによ

る影響から、売上高は前年同四半期に比べ414百万円減少して2,037百万円となりました。セグメント利

益（営業利益）は仕入商品の利益率改善に努めた結果、40百万円となりました。

（注）当第１四半期連結会計期間から、新セグメント基準を適用し、セグメント利益を記載しているた

め、各セグメントの対前年同四半期との金額比較は記載しておりません。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ100百万円増加して17,787百

万円となりました。流動資産は、たな卸資産が360百万円増加、前払費用が101百万円増加した一方、受取手

形及び売掛金が186百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ225百万円増加の11,994百

万円となりました。固定資産は、有形固定資産の減価償却費87百万円、投資有価証券の時価評価差額によ

る減少65百万円などから、前連結会計年度末に比べ125百万円減少の5,793百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ265百万円増加して14,566百万円となりました。これは、短期借入

金が986百万円増加、賞与引当金が130百万円増加した一方、未払法人税等が238百万円減少、長期借入金が

660百万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ165百万円減少して3,221百万円となりました。これは、剰余金

の配当で93百万円減少、その他有価証券評価差額金が51百万円減少したことなどによるものであります。

この結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ10.51円減少し202.81円に、自己資本比率は、

前連結会計年度末の18.6％から17.6％になりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期より509百万円少なく、支出が収入を266百万円上回る

状況となりました。これは、税金等調整前四半期純損失17百万円、たな卸資産の増加360百万円、法人税

等の支払額273百万円により資金が減少した一方、減価償却費114百万円、賞与引当金の増加130百万円、

売上債権の減少186百万円により資金が増加したことなどによります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期より12百万円少なく、支出が収入を7百万円上回る状

況となりました。これは、定期預金が純額で23百万円減少したことにより資金が増加した一方、投資有

価証券及び固定資産の取得による支出30百万円により資金が減少したことなどによります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

財務活動の結果得られた資金は、前年同四半期より33百万円少ない246百万円となりました。これは、

借入金が純額で322百万円増加したことにより資金が増加した一方、リース債務の返済による支出14百

万円、配当金の支払額62百万円により資金が減少したことなどによります。

　

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、2,145百万円と前連結会

計年度末に比べ22百万円減少いたしました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は29百万円であります。
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(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、雇用・所得環境に好転の兆しが見えない中、景気対策効果の減衰も懸念さ

れ、依然として厳しい状況が続くものと認識しております。また、当社を取り巻く経営環境も、個人消費の

低迷、デフレに加え、レジ袋有料化の影響や原材料市況などから不透明な状況が続くものと認識しており

ます。

このような環境のもと、当社グループは、安定した収益の確保に向け、引き続き徹底したコスト削減と

需要の開拓、品質および生産効率の向上などに重点的に取り組み、さらなる業績の向上と企業の長期発展

を目指してまいります。

なお当社は、環境などへの配慮と生産効率のさらなる向上を目指し、所沢工場内に新工場の建設を決定

いたしました。また中国における将来の需要に対応すべく、上海での紙袋の生産も検討しております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,630,000

計 57,630,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,861,544 16,861,544
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000
株であります。

計 16,861,544 16,861,544 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日 ― 16,861,544 ― 1,374,756 ― 849,899

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,414,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,249,000
15,249 ―

単元未満株式
普通株式

198,544
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 16,861,544― ―

総株主の議決権 ― 15,249 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式778株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
スーパーバッグ株式会社

東京都豊島区西池袋
５―18―11

1,414,000 ― 1,414,0008.39

計 ― 1,414,000 ― 1,414,0008.39

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高(円) 135 131 127

最低(円) 127 123 122

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第２部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,289,352 2,334,290

受取手形及び売掛金 6,094,045 6,280,167

商品及び製品 2,221,496 1,968,058

仕掛品 324,169 341,326

原材料及び貯蔵品 397,309 273,589

繰延税金資産 190,912 152,070

その他 495,154 435,534

貸倒引当金 △18,494 △16,423

流動資産合計 11,993,942 11,768,611

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,764,375 5,757,025

減価償却累計額 △4,328,594 △4,293,308

建物及び構築物（純額） 1,435,781 1,463,717

機械装置及び運搬具 10,279,014 10,269,370

減価償却累計額 △9,412,808 △9,359,781

機械装置及び運搬具（純額） 866,206 909,589

土地 1,123,398 1,123,398

リース資産 26,704 26,704

減価償却累計額 △8,915 △7,580

リース資産（純額） 17,789 19,125

建設仮勘定 35,367 1,680

その他 766,984 763,815

減価償却累計額 △700,133 △694,494

その他（純額） 66,851 69,321

有形固定資産合計 3,545,393 3,586,829

無形固定資産 481,748 499,548

投資その他の資産

投資有価証券 930,941 1,027,340

破産更生債権等 11,945 11,578

繰延税金資産 314,244 280,358

その他 529,424 532,646

貸倒引当金 △20,525 △20,008

投資その他の資産合計 1,766,028 1,831,913

固定資産合計 5,793,169 5,918,291

資産合計 17,787,112 17,686,902
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,200,593 7,174,862

短期借入金 3,086,575 2,100,500

リース債務 55,351 55,060

未払法人税等 40,722 278,621

賞与引当金 374,626 244,851

その他 902,661 877,860

流動負債合計 11,660,529 10,731,753

固定負債

長期借入金 1,880,511 2,540,501

リース債務 102,922 116,869

退職給付引当金 644,238 634,202

役員退職慰労引当金 272,380 272,382

環境対策引当金 4,309 4,309

その他 1,581 1,581

固定負債合計 2,905,940 3,569,844

負債合計 14,566,469 14,301,598

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,756 1,374,756

資本剰余金 1,450,226 1,450,226

利益剰余金 678,616 788,735

自己株式 △241,318 △241,233

株主資本合計 3,262,280 3,372,484

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △37,316 13,313

繰延ヘッジ損益 △4,155 2,746

為替換算調整勘定 △88,028 △93,370

評価・換算差額等合計 △129,499 △77,312

少数株主持分 87,862 90,131

純資産合計 3,220,642 3,385,304

負債純資産合計 17,787,112 17,686,902
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 8,493,152 7,925,651

売上原価 7,064,787 6,661,762

売上総利益 1,428,364 1,263,889

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 615,066 606,057

給料及び手当 378,578 362,159

賞与引当金繰入額 62,952 61,305

退職給付引当金繰入額 25,096 25,038

賃借料 52,791 49,003

旅費及び交通費 28,246 28,483

その他の経費 143,879 154,277

販売費及び一般管理費合計 1,306,608 1,286,321

営業利益又は営業損失（△） 121,757 △22,432

営業外収益

受取利息 20 24

受取配当金 17,949 18,067

持分法による投資利益 5,959 5,414

為替差益 10,391 4,098

受取賃貸料 8,285 7,349

作業くず売却益 364 677

雑収入 3,410 2,553

営業外収益合計 46,379 38,182

営業外費用

支払利息 30,555 29,393

その他 2,034 6,724

営業外費用合計 32,589 36,117

経常利益又は経常損失（△） 135,546 △20,367

特別利益

前期損益修正益 257 －

貸倒引当金戻入額 － 307

受取保険金 － 3,773

特別利益合計 257 4,080

特別損失

前期損益修正損 － 363

固定資産除却損 878 176

固定資産売却損 500 －

特別損失合計 1,378 539

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

134,425 △16,826

法人税、住民税及び事業税 112,983 40,247

法人税等調整額 △57,743 △34,723

法人税等合計 55,240 5,524

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △22,350

少数株主利益又は少数株主損失（△） 467 △2,645

四半期純利益又は四半期純損失（△） 78,718 △19,705
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

134,425 △16,826

減価償却費 89,838 114,242

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,411 2,588

賞与引当金の増減額（△は減少） 131,989 129,775

退職給付引当金の増減額（△は減少） △133 10,033

未払債務の増減額（△は減少） 130,869 91,086

未収入金の増減額（△は増加） 201,085 △67

受取利息及び受取配当金 △17,969 △18,091

支払利息 30,555 29,393

為替差損益（△は益） △10,391 △4,098

持分法による投資損益（△は益） △5,959 △5,414

固定資産売却損益（△は益） 500 －

固定資産除却損 878 176

売上債権の増減額（△は増加） 364,579 185,755

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,790 △360,001

仕入債務の増減額（△は減少） △586,071 25,731

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,064 △39,084

その他 △222,163 △151,821

小計 267,168 △6,621

利息及び配当金の受取額 45,393 43,405

利息の支払額 △31,083 △30,237

法人税等の支払額 △38,718 △272,553

営業活動によるキャッシュ・フロー 242,760 △266,007

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,467 △4,016

固定資産の取得による支出 △18,741 △26,085

固定資産の売却による収入 115 －

貸付けによる支出 △667 －

貸付金の回収による収入 332 30

その他 3,600 23,195

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,828 △6,876

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,111,918 700,000

短期借入金の返済による支出 △511,752 △100,113

長期借入金の返済による支出 △264,224 △277,970

自己株式の取得による支出 △288 △86

リース債務の返済による支出 △12,784 △13,656

配当金の支払額 △43,778 △62,378

財務活動によるキャッシュ・フロー 279,093 245,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 31,581 5,342

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 534,607 △21,743

現金及び現金同等物の期首残高 1,312,434 2,166,938

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,847,041

※１
 2,145,194
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

１　「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を

適用しております。

これによる経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

２　「資産除去債務に関する会計基準」の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適

用しております。

これによる債務計上すべき重要なものはなく、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響

はありません。

３　たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

当社グループは、従来、商品・外注製品・仕掛品の一部・原材料について、主として先入先出法による原価法（貸

借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採用し、自社製品、仕掛品の一部については、

主として売価還元法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採用

しておりましたが、当第１四半期連結会計期間から総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による

簿価切下げの方法により算定）に変更しております。

この変更は、より合理的なたな卸資産の評価と適正な期間損益の計算を実現するため及び基幹システムの更新に

伴い行ったものであります。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は、それぞれ22,698千円増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【表示方法の変更】
　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

　（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】
　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を行わず、帳簿棚卸により算出しております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、簿価切下げを行う方法に

よっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。

　
　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年６月30日現在)

現金及び預金 1,861,170千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△14,129 〃

現金及び現金同等物 1,847,041千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年６月30日現在)

現金及び預金 2,289,352千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△144,157 〃

現金及び現金同等物 2,145,194千円

　
(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年６月30日)

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,861,544

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,414,778

　
３　新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 92,685 6 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
紙製品事業
(千円)

化成品事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,151,6272,889,8642,451,6618,493,152 ― 8,493,152

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,151,6272,889,8642,451,6618,493,152 ― 8,493,152

営業利益又は営業損失（△） 11,732131,735△21,710121,757 ― 121,757

(注) １　事業の区分は、製品の種類により区分しております。

２　各区分の主な製品

(1) 紙製品事業 ……… 角底紙袋、手提袋、平袋、防湿加工紙、包装紙

(2) 化成品事業 ……… ポリ袋、トレー

(3) その他事業 ……… レジ用紙、事務用品、その他雑貨

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

(追加情報)

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社グループは、紙手提袋を主とした紙袋、レジ袋を主としたポリ袋の製造・販売ならびに用度品、消

耗資材の一括受注納品システムＳ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を中心とした事業

活動を展開しております。　

したがって、当社グループは製品の内容及びサービスの販売方法を基礎としたセグメントから構成さ

れており、「紙製品事業」「化成品事業」「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。　

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,964,8752,923,4012,037,3757,925,651 ― 7,925,651

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,964,8752,923,4012,037,3757,925,651 ― 7,925,651

セグメント利益 128,14738,040 40,476206,663△229,095△22,432

（注） １　セグメント利益の調整額△229,095千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　３　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、たな卸資産の評価方法に

ついて、当社及び国内連結子会社は、従来、商品・外注製品・仕掛品の一部・原材料について、主として先入先

出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採用し、自社製

品、仕掛品の一部については、主として売価還元法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価

切下げの方法により算定）を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間から総平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）に変更しております。

　　　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益は、紙製品事業が

23,964千円減少し、化成品事業が643千円、その他事業が623千円増加しております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

なお、為替予約取引及び金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用しており

ますので注記の対象から除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません

　

(資産除去債務関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）　

四半期連結貸借対照表に計上していない資産除去債務　

当社は、本社オフィスの不動産賃借契約に基づき、オフィスの退去時における原状回復に係る債務

を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来本社を移転する予

定もないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合

う資産除去債務を計上しておりません。また、それ以外のものについては、重要性を鑑み、資産除去債

務を計上しておりません。　

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

　

１  １株当たり純資産額
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 202.81 円
　

　 　

　 213.32 円
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,220,642 3,385,304

普通株式に係る純資産額(千円) 3,132,780 3,295,172

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 87,862 90,131

普通株式の発行済株式数(株) 16,861,544 16,861,544

普通株式の自己株式数(株) 1,414,778 1,414,113

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

15,446,766 15,447,431

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 5.09 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純損失金額 1.28 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株
式が存在しないため記載しておりません。

 

　

(注) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

78,718 △19,705

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

78,718 △19,705

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 15,450,172 15,446,915

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のもの

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期

間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載してお

りません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

23/25



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月11日

スーパーバッグ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　池　内　　弘　志　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　助　川　　正　文　　　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスー

パーバッグ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平

成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月10日

スーパーバッグ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　君和田　　安　二　　  　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　橋　元　　秀　行　　　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスー

パーバッグ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成

22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平

成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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